
ハチクサン® FL
高濃度少量散布における気中濃度測定

➀目的 ： ハチクサンFLの高濃度少量散布における気中濃度測定と安全性
➁試験方法 ： 供試剤の指定濃度（���倍）の�倍高濃度（��倍）で、指定散布量�L/㎡の�分の１（１L/㎡）で処理をし、
　　　　　　所定の位置で気中濃度を測定する。
➂供試薬剤 ： ハチクサンFL
➃対象物件 ： 既存戸建て、床下コンクリート打設
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測定結果のうち最高検出濃度（進入口�m）及び進入口�.�mの検出濃度を、吸入毒性試験における無毒性量と比較しても、
十分に低い濃度であった。

➀ １回の床下作業（作業者）

➁ 連日の床下作業（作業者）

➂ 作業点検口付近（居住者）

注）・ラベルの注事事項を守り、居住者近隣等に配慮して施工をしてください。
       ・進入口周辺等室内の養生を丁寧に。

・作業者のマスクや手袋などによる防護を確実にしてください。
・気中濃度は、建物の構造や風向き、施工方法により変化します。
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ハチクサンFLの高濃度少量散布
無毒性量

高濃度少量散布においても散布中～�時間内を除き、それ以降は、イミダクロプリドは検出されなかった。
注）・試験は同条件の建物間取りではないため他の試験とは単純比較はできない。
　  ・使用者はラベルの注意事項をよく読み、防護具等の装着をきちんと行うこと。
　　・お客様には事前の説明や散布中の避難・注意事項等を怠らないこと。
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